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朋
誠
堂
喜
三
二
作
『
龍
た
つ
の

都み
や
こ

四し

国こ
く

噂う
わ
さ』
は
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
蔦

喜
こ
と
、
蔦
屋
重
三
郎
板
か
ら
三
巻
三
冊
十
五
丁
で
刊
行
さ
れ
た
。
本
作

の
刊
年
は
『〈
伊
達
／
模
様
〉
見み

立た
て

蓬ほ
う

莱ら
い

』（
安
永
九
年
刊
）
末
尾
「
左ひ
だ
りに

記し
る

す
短た
ん

尺じ
や
くの
外げ

題だ
い

は
則
す
な
は
ち

是こ
れ

子ね

年
の
と
し
の

新し
ん

版ば
ん

」
の
中
に
「
龍
た
つ
の

都み
や
こ

四し

国こ
く

噂う
ハ
さ
　

上

中
下
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
加
賀
文
庫
蔵
本
の
表
見
返
し
に
は

原
表
紙
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
龍

た
つ
の

都み
や
こ

四し

国こ
く

噂う
わ
さ

　

上
」
の
題
箋
と
、

左
上
に
「
龍
宮
上
」
と
書
か
れ
、
江
戸
町
人
姿
の
淡
海
公
と
海
女
が
対
面

す
る
場
面
を
描
い
た
絵
題
箋
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
東
京
誌
料
本
の
表
紙
は

麻
の
葉
地
に
丸
に
菊
模
様
で
、
棚
橋
正
博
『
黄
表
紙
総
覧
』
前
編
（
青
裳

堂
書
店
、
一
九
八
六
年
）
に
よ
る
と
、
三
冊
本
と
は
別
の
袋
入
本
が
存
在

し
て
い
た
と
い
う
。

　

画
工
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
が
、
井
上
隆
明
氏
は
『
喜
三
二
戯
作
本

の
研
究
』（
三
樹
書
房
、
一
九
八
三
年
）
に
お
い
て
、
恋
川
春
町
で
あ
る

可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
本
作
の
あ
ら
す
じ
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
四
国
猿
」
の
佐
治
兵
衛
は
四
国
遍
路
の
折
に
木
の
又
に
干
さ
れ
て
い

た
柿
（
実
は
猿
の
生
き
胆
）
を
食
べ
て
猿
に
な
る
。
唐
か
ら
淡
海
公
に
贈

ら
れ
た
面
向
不
背
の
玉
が
鰐
鮫
に
奪
わ
れ
、
海
中
の
「
と
ん
だ
霊
宝
」
の

開
帳
に
出
さ
れ
る
。
佐
治
兵
衛
猿
は
亀
の
誘
い
で
竜
宮
に
行
き
、
役
者
の

物
真
似
芸
を
披
露
す
る
。
乙
姫
も
竜
宮
城
で
佐
治
兵
衛
猿
ら
の
芸
を
見
て
、

猿
回
し
役
の
亀
が
市
川
八
百
蔵
に
似
て
い
た
こ
と
か
ら
恋
に
落
ち
る
。
一

方
、
乙
姫
に
一
目
惚
れ
し
た
佐
治
兵
衛
猿
は
亀
を
打
擲
し
て
八
百
蔵
に
扮

し
て
乙
姫
と
契
る
が
、
猿
だ
と
発
覚
し
て
乙
姫
は
気
の
病
に
な
る
。
猿
の

生
き
胆
が
効
く
と
聞
い
た
佐
治
兵
衛
猿
は
、
自
ら
腹
を
裂
い
て
胆
を
献
上

す
る
と
元
の
人
の
姿
に
戻
る
。
折
し
も
、
面
向
不
背
の
玉
を
取
り
戻
し
に

竜
宮
に
や
っ
て
き
た
海
女
と
遭
遇
し
、
共
に
陸
へ
帰
還
す
る
。
佐
治
兵
衛

は
淡
海
公
の
家
来
と
な
っ
て
子
孫
繁
栄
し
、
海
女
は
国
母
と
な
る
。
亀
も

竜
宮
に
婿
入
り
し
、
乙
姫
と
結
ば
れ
る
。

　

本
作
に
は
童
謡
「
四
国
猿
」
や
童
話
「
猿
の
い
き
ぎ
も
」、
玉
取
り
説

話
の
他
、
安
永
六
年
頃
に
行
わ
れ
た
飛
ん
だ
霊
宝
の
話
や
同
年
七
月
に
夭

朋
誠
堂
喜
三
二
作
『
龍
都
四
国
噂
』
翻
刻
と
注
釈

古

庄

る

い

﹇
キ
ー
ワ
ー
ド　

①
黄
表
紙　

②
朋
誠
堂
喜
三
二　

③
玉
取
り
説
話　

④
昔
話　

⑤
童
謡
﹈
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折
し
た
二
代
目
市
川
八
百
蔵
な
ど
が
話
の
素
材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
童
謡
「
四
国
猿
」
は
当
時
の
流
行
歌
で
、
大
田
南
畝
の
随
筆
『
半

日
閑
話
』（
成
立
年
未
詳
）
の
安
永
五
年
の
項
に
「
〇
数
へ
う
た　

此
頃

か
ぞ
へ
歌
の
童
謡
大
に
行
は
る
。
繋
け
れ
ば
二
三
を
記
す
。
此
歌
山
の
手

よ
り
起
る
と
云
。
愛
敬
い
な
り
の
隠
し
町
辺
よ
り
な
る
べ
し
。『
一
ツ
と

や 

一
ツ
長
屋
の
佐
治
兵
衛
ど
の
四
国
を
廻
て
猿
と
な
る 

お
猿
の
身
な
れ

ば 

お
い
て
き
タ
ン
ノ
ウ
』」（『
日
本
随
筆
大
成
』
第
一
期
第
八
巻
、
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
平
賀
源
内
作
『
放
屁
論
』

後
編
（
安
永
六
年
作
九
年
刊
）
に
は
、
こ
の
唄
を
も
と
に
し
た
話
が
あ
り
、

『
龍
都
四
国
噂
』
で
も
冒
頭
に
引
か
れ
、
佐
治
兵
衛
の
人
物
像
の
基
盤
と

な
っ
て
い
る
。
中
村
正
明
氏
は
「
伝
承
童
謡
と
黄
表
紙
│
「
四
国
猿
」
を

中
心
に
│
」（『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
一
〇
巻
一
一
号
、
二
〇
〇
九
年
）
に

お
い
て
、
本
作
が
「『
四
国
猿
』
の
内
容
を
も
っ
と
も
作
品
に
活
か
し
て

い
る
」
と
評
価
す
る
。

　

次
の
童
話
「
猿
の
い
き
ぎ
も
」
は
、
乙
姫
の
病
の
た
め
に
亀
が
猿
を

謀
っ
て
竜
宮
へ
連
れ
出
し
て
生
き
胆
を
取
る
は
ず
が
、
門
番
の
海
月
が
計

画
を
漏
ら
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
猿
に
逃
げ
ら
れ
、
海
月
は
骨
を
抜
か

れ
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
原
話
は
仏
教
説
話
で
『
今
昔
物
語
集
』
巻
五
・

二
五
「
亀
為
猿
被
謀
語
」
に
も
あ
る
が
、
近
世
で
は
赤
本
『
猿
の
い
き
ぎ

も
』
や
黒
本
『
亀
甲
の
由
来
』、
平
賀
源
内
作
の
談
義
本
『
根ね

南な

志し

具ぐ

佐さ

』

（
宝
暦
十
三
年
〈
一
七
六
三
〉
刊
）
な
ど
で
取
り
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
当

時
は
定
番
の
童
話
だ
っ
た
と
い
え
る
。『
龍
都
四
国
噂
』
で
は
佐
治
兵
衛

が
乙
姫
の
為
に
、
食
し
た
猿
の
生
き
胆
を
取
り
出
し
た
こ
と
で
元
の
人
間

に
戻
り
、
玉
取
り
伝
説
の
海
女
を
助
け
て
陸
に
戻
る
と
い
う
喜
劇
的
な
結

末
で
あ
る
。
棚
橋
正
博
氏
が
『
黄
表
紙
総
覧
』
前
編
に
お
い
て
、「
切
腹

し
て
話
の
展
開
を
は
か
る
趣
向
は
、
同
じ
く
喜
三
二
作
の
『
親
敵
討
腹
鞁
』

（
安
永
六
年
刊
）
の
焼
き
直
し
で
も
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、
生
き

胆
を
取
り
出
す
厳
粛
で
悲
劇
的
で
あ
る
は
ず
の
場
面
で
ナ
ン
セ
ン
ス
な
笑

い
を
誘
う
の
は
喜
三
二
お
馴
染
み
の
趣
向
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
玉
取
り
伝
説
も
藤
原
淡
海
公
不
比
等
と
契
り
を
結
ん
だ
海
女
が

竜
宮
に
奪
わ
れ
た
面
公
不
背
の
玉
を
取
り
戻
す
過
程
で
命
を
落
と
す
、
と

い
う
悲
話
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
『
龍
都
四
国
噂
』
で
は
「
四
国
猿
」
や
「
猿

の
い
き
ぎ
も
」
と
の
綯
い
交
ぜ
に
よ
っ
て
、
海
女
を
生
還
さ
せ
て
い
る
。

こ
う
し
た
既
存
の
物
語
の
結
末
の
改
変
や
御
都
合
主
義
で
め
で
た
い
展
開

に
持
っ
て
い
く
辺
り
は
草
双
紙
ら
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
飛
ん
だ
霊
宝
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
場
面
で
は
、
魚
目
線
で
当
時
流

行
し
た
見
世
物
を
描
き
出
す
こ
と
で
、
そ
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
部
分
を
浮
き

彫
り
に
し
つ
つ
、
当
時
の
見
物
た
ち
を
茶
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
笑
い
と

な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、「
四
国
猿
」
や
飛
ん
だ
霊
宝
は
喜
三
二
作
『
桃

太
郎
再に

ど
の
か
け
駈
』（
天
明
四
年
刊
）
に
も
再
び
素
材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
作
中
に
お
け
る
二
代
目
市
川
八
百
蔵
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、

佐
治
兵
衛
が
竜
宮
で
役
者
の
真
似
事
を
す
る
場
面
に
お
い
て
、
二
代
目
八

百
蔵
の
追
善
本
等
の
地
獄
め
ぐ
り
譚
を
思
わ
せ
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
の

も
見
ど
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

本
作
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
他
に
も
恋
川
春
町
作
『
其そ

の

昔む
か
し

龍り
う

神じ
ん

噂は
な
し』

（『
四
分
ろ
く
分
』
安
永
七
年
刊
カ
）
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

竜
宮
関
連
の
黄
表
紙
を
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
が
、
類
話
に
『
当と

う

世せ
い

四し

国こ
く

猿ざ
る

』（
鳥
居
清
長
画　

伊
勢
治
板
、
安
永
六
年
刊
）
や
『
四し

国こ
く

猿ざ
る

後ご

日
に
ち
の
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曲き
よ
く

馬ば

』（
同
上
）
が
あ
る
。
一
方
で
、『
龍
都
四
国
噂
』
が
影
響
を
与
え

た
作
品
と
し
て
、
棚
橋
正
博
氏
は
前
掲
書
で
蝸
牛
房
屯
作
『
立た

ち

帰か
へ
る

猿さ
る
の

人ひ
と

真ま

似ね

』（
天
明
三
年
〈
一
七
八
三
〉
刊
）
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
中
村

正
明
氏
は
「
黄
表
紙
『
浦
島
が
帰
郷

八
島
の
入
水
猿さ
る

蟹か
に

遠と
お
い

昔む
か
し

噺ば
な
し』

考
│
素
材
と
趣
向
に

つ
い
て
│
」（『
國
學
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
二
九
号
、
二
〇

〇
二
年
三
月
）
に
お
い
て
、
恋
川
春
町
作
『
猿
蟹
遠
昔
噺
』（
天
明
三
年
刊
）

も
直
接
的
な
影
響
を
受
け
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

　
『
龍
都
四
国
噂
』
の
刊
行
背
景
に
つ
い
て
は
、
浜
田
義
一
郎
氏
（「
黄
表

紙
雑
考
│
安
永
年
中
の
画
工
、
作
者
お
よ
び
版
元
に
つ
い
て
│
」『
東
洋

大
学
紀
要
』
一
四
集
、
一
九
六
〇
年
五
月
）、
鈴
木
俊
幸
氏
（『
蔦
屋
重
三

郎
』
ま
ん
ぼ
う
社
、
一
九
九
八
年
）
に
よ
り
、
安
永
九
年
に
蔦
屋
重
三
郎

が
蔦
喜
の
名
で
初
め
て
黄
表
紙
を
手
掛
け
た
看
板
作
品
の
一
つ
と
し
て
刊

行
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
作
は
同
年
刊
行
の
喜
三
二
作

『
鐘か

ね

入い
り

七し
ち

人に
ん

化げ

粧し
や
う』

や
『
廓
く
る
は
の

花は
な

扇あ
ふ
ぎ

之の

観く
わ
ん

世ぜ

水み
づ

』
の
よ
う
に
、
当
時
の
評

で
は
特
に
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
改
題
本
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ

か
ら
見
る
に
、
刊
行
当
時
、
評
判
作
と
な
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。

　

作
品
評
価
で
は
、
森
銑
三
氏
が
『
黄
表
紙
解
題
』
上
（
中
央
公
論
社
、

一
九
七
二
年
）
の
中
で
、

古
い
玉
取
り
説
話
と
、
新
し
い
は
や
り
謡
と
を
結
び
つ
け
、
佐
治
兵

衛
の
腹
の
内
へ
、
面
向
不
背
の
玉
を
収
め
て
上
る
と
い
ふ
の
が
、
黄

表
紙
一
流
の
趣
向
で
、
奇
を
極
め
る
。
強
ひ
て
三
巻
十
五
帳
に
纏
め

る
た
め
に
、
本
筋
に
な
ほ
む
だ
な
筋
を
附
加
へ
て
ゐ
る
も
の
だ
か
ら
、

全
体
的
に
は
散
漫
な
感
じ
な
も
の
に
し
て
し
ま
つ
て
居
り
、
そ
の
点

が
惜
し
く
思
は
れ
る
。

と
述
べ
て
お
り
、
一
定
の
評
価
を
し
つ
つ
、
厳
し
い
指
摘
も
し
て
い
る
。

　

一
方
、
井
上
隆
明
氏
は
『
喜
三
二
戯
作
本
の
研
究
』
の
中
で
、

他
愛
の
な
い
赤
本
種
だ
が
、
喜
三
二
流
の
明
快
な
洒
落
、
付
合
が
さ

ら
り
と
生
か
さ
れ
、「
ち
ぎ
る
」
の
き
わ
ど
い
語
も
さ
り
げ
な
く
、

江
戸
前
仕
立
て
で
あ
る
。

と
述
べ
て
お
り
、
昔
話
を
取
り
入
れ
た
古
風
な
筋
立
て
な
が
ら
、
細
部
ま

で
気
を
回
し
つ
つ
軽
快
さ
も
あ
る
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
。

書
誌

・
底
本　

東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
所
蔵　

加
賀
文
庫

・
表
紙　

後
装
表
紙　
（
鼠
色
で
地
紋
あ
り
）

・
題
簽　

龍
の
都
四
國
の
噂　

全

＊ 

左
図
：
表
見
返
し
に
原
題
箋
「
龍
た
つ
の

都み
や
こ

四し

国こ
く

噂う
わ
さ
　

上
」
と
絵
題
箋
あ
り

・
書
型　

中
本
・
袋
綴

・
柱
題
「
四
国
噂
」
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・
紙
数　

三
巻
三
冊
・
合
一
冊
十
五 

丁
。

・
作
者　

喜
三
二
戯
作
〔
喜　三

二
〕
印

・
画
工　

な
し

・
板
元　

蔦
喜
（
蔦
屋
重
三
郎
）
板
。

・
刊
年　

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）

・ 

諸
本　

国
会
図
書
館
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
、
東
京
誌
料
、

早
稲
田
大
学
図
書
館
。
以
下
、
未
見
の
所
蔵
本
に
大
東
急
記
念
文
庫
、

果
園
文
庫
、
旧
安
田
文
庫
が
あ
る
。

＊
翻
刻　

な
し

凡
例

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
次
の
よ
う
な
方
針
に
よ
っ
た
。

（
イ
） 

原
本
の
平
仮
名
表
記
は
適
宜
漢
字
を
当
て
、
も
と
の
仮
名
は
ル
ビ

と
し
て
補
っ
た
。

（
ロ
）
漢
字
は
原
本
通
り
と
し
た
が
、
異
体
字
は
現
行
漢
字
に
改
め
た
。

（
ハ
）
適
宜
濁
点
、
句
読
点
を
補
っ
た
。

（
二
） 

原
文
の
仮
名
遣
い
、
送
り
仮
名
の
不
備
な
ど
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

（
ホ
） 

誤
字
・
誤
刻
と
思
わ
れ
る
字
に
は
右
に
「（
マ
マ
）」
と
記
し
、
脱

字
は
〔　

〕
で
補
っ
た
。

（
ヘ
）
反
復
記
号
「
〳
〵
」「
ゝ
」「
ヽ
」
は
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
。

（
ト
） 

会
話
の
主
体
は
（　

）
に
入
れ
、
詞
に
「　

」
を
つ
け
る
が
、
原

文
に
あ
る
場
合
は
そ
の
ま
ま
記
し
た
。

（
チ
） 

翻
刻
、
絵
の
横
に
は
〔　

〕
に
入
れ
て
対
応
す
る
丁
数
や
表
裏
を

示
す
。（
例
：
一
丁
裏
・
二
丁
表
の
見
開
き
↓
〔
一
ウ
・
二
オ
〕）

（
リ
） 

見
開
き
で
一
画
面
と
す
る
部
分
で
は
、
丁
を
ま
た
い
で
詞
書
き
や

台
詞
が
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
文
脈
に
合
わ
せ
て
表
記
し
た
。

二
、 

語
注
は
小
漢
数
字
で
表
記
し
、
画
面
等
の
説
明
は
適
宜
＊
印
以
下
に

述
べ
た
。
ま
た
、
語
注
の
補
足
に
つ
い
て
は
〈
参
考
〉
に
記
載
し
た
。

付
記 　

本
稿
を
為
す
に
あ
た
り
、
延
広
真
治
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
近
世

文
学
研
究
会
の
皆
様
よ
り
細
や
か
な
ご
指
導
、
ご
教
示
を
賜
り
ま
し

た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
図
版
掲
載
を
許
可
く
だ

さ
い
ま
し
た
東
京
都
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

〔
一
オ
〕

昔む
か
し

〳
〵
、
一
佐
治
兵
衛へ

と
い
ふ
者も
の

、
一ひ
と

つ
長な
が

屋や

の
者も
の

と
四
国こ
く

遍へ
ん

路ろ

に
出
、

讃さ

岐ぬ
き

の
国く
に

の
山
奥お
く

に
て
飢う
へ

に
付つ

か
れ
し
に
木き

の
又ま
た

に
柿か
き

の
や
う
な
る
も
の

一オ
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を
干ほ

し
て
置お

き
け
る
を
喰く

ひ
け
れ
ば
、
こ
れ
猿さ
る

の
生い

き
胆ぎ
も

に
て
あ
り
し
故ゆ
へ

、

た
ち
ま
ち
猿さ

る

と
な
り
け
る
。
連つ

れ
の
者も
の

も
驚お
ど
ろき
、「
猿さ
る

の
身み

な
れ
ば
、
置お

い
て
来
た
ん
の
ふ
」
と
唄う
た

に
も
唄う
た

ひ
け
る
。

（
佐
治
兵
衛 
※
以
降

「
佐
」

）「
扨さ
て

〳
〵
、
二
ひ
だ
る
い
こ
と
か
な
。
こ
れ
は
三
甘あ
ま

干ぼ

〔
し
〕
か
知
ら
ぬ
。
四
ま
で
（
マ
マ
）、
こ
れ
で
も
喰く

い
ま
し
や
う
。」

　

〇
語
釈　
（
一
）
童
謡
「
四
国
猿
」
の
登
場
人
物
。
連
れ
の
台
詞
も
童

謡
に
拠
る
。（
二
）
空
腹
で
あ
る
こ
と
。（
三
）
渋
柿
の
皮
を
む
き
、
干
し

た
も
の
。「
ぼ
」
の
字
以
降
が
欠
け
た
か
。（
四
）「
ま
ず
」
の
誤
刻
か
。

　

＊
連
れ
衆
は
松
の
根
本
に
腰
を
下
ろ
し
て
休
み
、
佐
治
兵
衛
が
松
の
間

に
挟
ま
る
実
に
手
を
伸
ば
し
て
い
る
。

〔
一
ウ
・
二
オ
〕

天
智ぢ

天
皇わ
う

の
御
時と
き

、
一
唐も
ろ
こ
し土

よ
り
華く
わ

原げ
ん

磬け
い

、
泗し
ゆ

浜び
ん

石せ
き

、
面め
ん

向か
う

不ふ

背は
い

の
玉た
ま

と

て
三
ツ
の
宝た

か
らを

渡わ
た

さ
れ
し
に
、
讃さ
ぬ

岐き

の
国く
に

の
沖お
き

に
て
二
大
き
な
る
鰐わ
に

現あ
ら
われ

出い

で
、
舟ふ
ね

を
留と
ゞ

め
、
玉
を
渡わ
た

せ
と
い
ふ
。
皆み
な

〳
〵
恐お
そ

れ
を
な
し
、
華く
わ

原げ
ん

磬け
い

、

泗し
ゆ

浜び
ん

石せ
き

の
内
一
ツ
渡わ
た

さ
ん
と
言い

ひ
け
れ
ば
、
玉
を
渡わ
た

さ
ず
は
此
舟ふ
ね

を
覆く
つ
がへ

さ
ん
と
怒い

か

る
。

（
船
頭
）「
三
命い
の
ちが
物も
の

種だ
ね

じ
や
。
玉
を
あ
げ
ま
せ
う
。」

（
鰐
） 「
な
ん
だ
四
華く
わ

原け
ん

磬け
い

と
は
機き

嫌げ
ん

買か

い
の
地ぢ

口く
ち

か
、
五
泗し
ゆ

浜び
ん

石せ
き

と
は
年と
し

寄よ

り
の
小
便べ
ん

壺つ
ぼ

か
、
そ
の
や
う
な
無む

駄だ

な
も
の
は
い
ら
ぬ
〳
〵
。

そ
の
六
面め
ん

向か
う

不ふ

背は
い

の
玉た
ま

を
渡わ
た

せ
、
替か

へ
玉
は
受う

け
取と

ら
ぬ
ぞ
。」

　

〇
語
釈　
（
一
）
謡
曲
「
海
士
」
で
は
唐
の
皇
帝
の
后
と
な
っ
た
淡
海

公
の
妹
（
幸
若
舞
「
大
織
冠
」
で
は
次
女
）
が
興
福
寺
に
三
つ
の
宝
を
寄

進
す
る
。（
二
）
鰐
鮫
。
謡
曲
「
海
士
」
に
も
登
場
す
る
。「
鰐
が
見
入
れ

る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
鰐
が
船
の
行
く
先
を
塞
い
だ
た
め
、
積
荷
を

下
ろ
す
話
が
『
諸
国
百
物
語
』（
作
者
不
詳
、
延
宝
五
年
〈
一
六
七
七
〉
刊
）

巻
之
五
、
三
に
も
あ
る
。（
三
）
諺
「
命
有
っ
て
の
物
種
」。
命
あ
れ
ば
こ

そ
。（
四
）
華
原
磬
は
中
国
陝
西
省
華
原
産
の
石
で
作
ら
れ
た
打
楽
器
。

二オ 一ウ
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こ
こ
で
は
機
嫌
取
り
の
意
で
あ
る
「
機
嫌
買
い
」
の
地
口
で
あ
る
。
江
戸

語
の
連
母
音
音
訛
に
よ
り
、「
き
げ
ん
け
い
」
と
発
音
す
る
こ
と
で
響
き

も
似
て
い
た
か
。（
五
）
中
国
山
東
省
泗
水
の
河
岸
か
ら
採
掘
さ
れ
た
石
で

硯
や
磬
に
用
い
る
。「
尿
瓶
」
の
地
口
。
喜
三
二
作
『
誤

あ
や
ま
つ
た
か
ひ
の
も
と
の
い
さ
を
し

歟
大
和
功
』

（
天
明
三
年
刊
）
に
も
同
様
の
洒
落
が
あ
る
。（
六
）
謡
曲
「
海
士
」「
玉

中
に
釈
迦
の
像
ま
し
ま
す
。
い
づ
か
た
よ
り
拝
み
奉
れ
ど
も
。
同
じ
面
な

る
に
よ
っ
て
。
面
を
向
か
ふ
に
背
か
ず
と
書
い
て
。
面
向
不
背
の
玉
と
申

し
候
」

　

＊
鰐
が
面
公
不
背
の
珠
を
奪
う
場
面
は
芝
全
交
『
大お

お

違ち
が
い

宝た
か
ら

船ぶ
ね

』（
天

明
元
年
刊
）、
森
羅
万
象
『
面め
ん

公こ
う

不ふ
は

背い
の

御お

年と
し

玉だ
ま

』（
天
明
七
年
刊
）
で
も
踏
襲
さ

れ
て
い
る
。『
当
世
四
国
猿
』
に
同
構
図
で
蛸
が
謡
曲
「
海
士
」
の
三
つ

の
宝
に
見
立
て
た
三
人
の
娘
を
奪
う
絵
も
あ
り
、
黄
表
紙
で
も
「
海
士
」

を
取
り
上
げ
る
際
の
定
番
の
構
図
と
な
っ
て
い
た
。

〔
二
ウ
〕

一
藤ふ
じ

原わ
ら
の

淡た
ん

海か
い

公
、
玉
を
竜り
う

宮ぐ
う

へ
取と

ら
れ
し
故ゆ
へ

、
身み

を
や
つ
し
て
志し

度ど

の

浦う
ら

の
海あ

士ま

と
契ち
ぎ

り
を
込こ

め
、
玉
を
取と

り
返か
へ

さ
ん
と
心
を
つ
く
し
給
ふ
。

（
淡
海
） 「
お
れ
は
二
大
の
き
あ
（
マ
マ
）り
な
れ
ど
、
そ
な
た
は
そ
の
三
鮑あ
わ
びの
片か
た

想お
も

ひ
で
あ
ら
ふ
の
」

（
海
士
） 「
四
な
ぶ
っ
て
海み
る
く
い

松
貝
と
い
ふ
お
腹は
ら

で
ご
ざ
ん
し
や
う
ね
」

　

〇
語
釈　
（
一
）
鎌
足
の
第
二
子
、
藤
原
不
比
等
の
諡

お
く
り
な。

玉
取
り
説
話

に
房
前
大
臣
の
父
と
し
て
淡
海
の
名
が
登
場
す
る
。
謡
曲
「
海
士
」「
今

の
大
臣
淡
海
公
の
御
妹
は
。
唐
土
高
宗
皇
帝
の
后
に
立
た
せ
給
ふ
。（
中

略
）
大
臣
御
身
を
や
つ
し
此
浦
に
下
り
給
ひ
。
い
や
し
き
あ
ま
乙
女
と
契

を
こ
め
」（
二
）
明
和
頃
の
流
行
語
「
大
の
極き

ま
り」
か
。
大
い
に
も
て
る
こ
と
。

（
三
）
鮑
が
二
枚
貝
の
片
側
だ
け
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
片
思
い
の
修
辞
。

（
四
）「
な
ぶ
っ
て
み
る
」
と
貝
の
海み

る
く
い

松
蛤
の
掛
詞
。「
な
ぶ
る
」
は
か
ら

か
っ
て
ひ
か
や
す
こ
と
。

　

＊
淡
海
公
と
海
士
が
邂
逅
す
る
場
面
。
海
女
の
右
手
に
は
鮑
が
の
る
。

淡
海
公
は
身
を
や
つ
し
て
町
人
風
の
姿
を
し
て
い
る
。

〔
三
オ
〕

鰐わ
に

、
玉
を
と
り
て
、
一
天て
ん

蓋が
い

寺じ

の
蛸た
こ

庵あ
ん

和お

尚し
や
うへ
百
両
に
売う

り
つ
け
る
。

（
蛸
庵
） 「
こ
れ
は
開か
い

帳て
う

に
出た

せ
ば
、
き
つ
と
当あ

た
る
。
二
嵯さ

峨が

の
釈し
や

迦か

、

三
善ぜ
ん

光く
わ
う

寺じ

と
い
ふ
所
を
四
行い

け
し
め
山
の
ひ（
磯
カ
）そ

栄さ
ゞ

螺い

だ
。
さ
あ

百
両
で
手
を
打う

つ
た
〳
〵
。
お
れ
も
足あ
し

を
打う
た

う
〳
〵
。」

（
鰐
）「
安や

す

い
も
の
だ
が
、
五
鰐わ
に

彼が

無な

し
に
百
両り
や
うで
あ
げ
ま
せ
う
。」 二ウ
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〇
語
釈　
（
一
）
井
上
隆
明
氏
『
喜
三
二
戯
作
本
の
研
究
』
解
題
「
天

蓋
は
タ
コ
の
隠
語
、
蛸
庵
和
尚
は
沢
庵
を
も
じ
る
」（
二
）
洛
北
嵯
峨
清

凉
寺
の
釈
迦
如
来
像
。
江
戸
で
開
帳
が
あ
る
と
大
勢
が
参
拝
し
た
。『
燕

石
雑
志
』（
文
化
八
年
〈
一
八
一
一
〉
刊
）
巻
之
三
「
明
和
七
年
の
夏
、

洛
北
嵯
峨
清
凉
寺
の
釈
迦
如
来
、
回
向
院
に
て
お
が
ま
れ
給
ふ
ほ
ど
に
、

こ
と
し
は
雨
気
な
く
て
、
炎
暑
の
た
へ
が
た
き
も
の
と
も
せ
ず
。
結
縁
の

為
に
と
て
、
参
詣
の
老
弱
い
く
億
万
人
と
い
ふ
を
し
ら
ず
」（
三
）
安
永

六
年
と
安
永
七
年
に
回
向
院
で
信
濃
善
光
寺
の
開
帳
が
あ
っ
た
。
特
に
安

永
七
年
の
阿
弥
陀
如
来
の
開
帳
の
際
、
見
世
物
も
出
て
大
変
賑
わ
っ
た
と

い
う
。
↓
〈
参
考
〉（
四
）「
し
め
か
け
山
の
」
と
続
く
、
赤
本
に
も
見
ら

れ
る
言
語
遊
戯
の
変
形
か
。
し
め
し
め
、
と
い
う
意
味
で
、
嵯
峨
清
凉
寺

や
善
光
寺
の
開
帳
に
並
ぶ
人
気
と
な
ろ
う
と
い
う
意
か
。
魚
体
処
理
の

「
活
締
め
」
と
も
絡
め
て
い
る
か
。（
五
）
な
に
が
な
し
（
何
彼
無
）
と
鰐

を
掛
け
た
地
口
。
と
も
か
く
。

　

＊
謡
曲
「
海
士
」
で
は
竜
宮
の
八
大
竜
王
に
面
向
不
背
の
玉
が
献
上
さ

れ
る
が
、
こ
こ
で
は
先
の
鰐
鮫
が
天
蓋
寺
の
蛸
庵
と
取
引
す
る
。
灯
籠
型

の
厨
子
に
玉
が
収
ま
っ
て
い
る
。
謡
曲
「
海
士
」
に
「
龍
宮
に
い
た
り
て

宮
中
を
み
れ
ば
其
高
さ
。
三
十
丈
の
玉
塔
に
。
か
の
珠
を
籠
め
お
き
」
と

あ
る
。
ち
な
み
に
、
室
町
後
期
に
書
写
さ
れ
た
現
存
最
古
の
大
織
冠
絵
巻

（
薄
雲
御
所
慈
受
院
門
跡
所
蔵
）
に
も
灯
籠
型
の
屋
根
が
付
い
た
玉
が
描

か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
蛸
の
後
ろ
に
は
竹
に
雀
が
描
か
れ
て
い
る
が
、『
礼

記
』
月
令
第
六
に
「
鴻
雁
来
賓
爵す

ず
め

入
大
水
為
蛤
」
と
あ
り
、
雀
が
海
に

所
縁
あ
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。『
和
漢
三
才
図
会
』
に
も
同
様
の

話
が
載
る
。

〈
参
考
〉
曲
亭
馬
琴
『
燕
石
雑
志
』
巻
之
三

「
安
永
七
年
の
夏
の
頃
、
信
濃
な
る
善
光
寺
の
阿
弥
陀
如
来
、
こ
れ

も
回
向
院
に
て
お
が
ま
れ
給
ひ
け
り
。
近
在
近
郷
い
へ
ば
さ
ら
な
り
。

彼
此
な
る
わ
か
き
も
の
ど
も
、
老
た
る
も
の
ど
も
、
あ
さ
ま
だ
き
よ

り
く
る
ゝ
ま
で
、
み
な
大
念
仏
し
て
参
る
事
、
い
と
〳
〵
夥
し
な
ん

ど
い
ふ
べ
う
も
あ
ら
ず
。
両
国
橋
の
あ
な
た
こ
な
た
に
、
見
せ
物
多

く
出
け
り
。
と
ん
だ
霊
宝
と
名
づ
け
て
、
乾
魚
乾
物
何
く
れ
と
な
く

と
り
あ
つ
め
て
仏
を
つ
く
り
、
或
は
鳥
獣
の
形
を
作
り
な
ら
べ
て
み

す
。」

 
（『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二
期
一
九
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）

※
大
田
南
畝
『
増
訂
半
日
閑
話
』
に
も
同
様
の
記
述
あ
り
。

三オ
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〔
三
ウ
〕

開
帳　

本
尊
釈
迦
如
来　

面
向
不
背
之
玉　

唐
高
宗
皇
帝
守
本
尊　

飛
ダ

霊
宝
等　

右
来
亥
四
月
朔
日
ヨ
リ
〔
於
〕　

当
寺
令
開
帳
者
也　

龍
都　

八
足
山　

天
蓋
〔
寺
〕

（
通
行
人
一
）「
こ
れ
は
珍め

づ
らし
い
開か
い

帳て
う

だ
、
流は
や
り行
ま
せ
う
。」

（
通
行
人
二
） 「
一
飛と

ん
だ
霊れ
い

宝は
う

と
は
な
ん
の
こ
と
だ
か
二
飛と

ん
だ
こ
と

だ
。」

　

〇
語
釈　
（
一
）
安
永
六
年
に
両
国
広
小
路
で
行
わ
れ
た
、
開
帳
の
霊

宝
に
見
立
て
た
見
世
物
。（
二
）
思
い
も
よ
ら
な
い
も
の
だ
。

　

＊
開
帳
を
告
知
す
る
建
札
の
前
に
擬
人
化
さ
れ
た
魚
た
ち
が
集
っ
て
い

る
。
海
の
中
と
い
う
設
定
で
あ
る
。

〈
参
考
〉
崔
京
国
氏
「
戯
作
に
お
け
る
開
帳
の
見
立
物
研
究
│
い
わ
ゆ
る

「
と
ん
だ
霊
宝
」
の
受
容
│
」（『
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
会
議
録
』
十

六
号
、
一
九
九
三
年
十
月
）
に
よ
る
と
、「
黄
表
紙
、
浮
世
絵
等
に
は
背

景
に
開
帳
を
告
示
す
る
建
札
が
立
っ
て
い
る
絵
を
よ
く
見
か
け
る
。
あ
る

い
は
橋
の
前
、
あ
る
い
は
人
が
集
ま
る
市
井
な
ど
に
い
く
つ
も
の
建
札
が

一
緒
に
立
っ
て
い
て
、
何
人
か
の
人
が
そ
れ
を
眺
め
て
い
る
、
と
い
う
絵

で
あ
る
。『
武
邊
大
秘
録
』
に
、『
開
帳
ニ
付
高
札
之
文
言
不
同
之
事
』
と

あ
る
ご
と
く
、
そ
の
形
式
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
だ
い
た
い

は
開
帳
と
い
う
字
が
大
き
く
、
続
い
て
山
号
寺
号
、
ま
た
仏
師
の
名
、
本

尊
の
名
、
霊
宝
等
の
が
記
さ
れ
る
」
と
い
う
。〔
三
ウ
〕
の
魚
た
ち
に
隠

れ
て
い
る
部
分
の
字
は
右
記
を
も
と
に
補
足
し
た
。

〔
四
オ
〕

翌よ
く

年
の
春は
る

の
こ
と
な
り
け
り
。
竜り
う

宮ぐ
う

に
て
開か
い

帳て
う

の
あ
る
に
つ
い
て
、
一
な

ん
ぞ
金か

ね

儲も
う

け
せ
ん
と
い
ふ
亀か
め

が
思お
も

ひ
つ
き
に
て
、
四
国こ
く

へ
猿さ
る

を
買か

い
出だ

し

三ウ

四オ
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に
行ゆ

き
け
る
に
、
佐
治
兵
衛へ

、
猿さ
る

と
な
り
た
る
に
相あ
い

対た
い

し
て
連つ

れ
て
帰か
へ

る
。

（
亀
）「
ど
う
ぞ
十
五
両
で
行い

つ
て
く
だ
さ
れ
。」

（
佐
） 「
お
れ
は
容か
た
ち貌

こ
そ
猿さ
る

な
れ
、
人ひ
と

よ
り
は
知ち

恵ゑ

が
あ
る
。
な
ん
で

も
芸げ

い

は
や
る
も
の
で
は
な
い
。
お
れ
が
行ゆ

け
ば
き
つ
と
当あ

た
り
を

と
る
こ
と
さ
。
そ
の
代か

は

り
に
安や
す

く
て
は
二
気き

が
な
い
ぞ
。
三
二
十

目め

な
ら
行い

き
も
せ
う
か
へ
。」

　

〇
語
釈　
（
一
）
亀
が
猿
を
竜
宮
に
連
れ
て
い
く
の
は
『
猿
の
生
き
胆
』

に
拠
る
。（
二
）
気
が
進
ま
な
い
。（
三
）
二
十
両
の
こ
と
。「
目
」
は
金

子
の
単
位
「
匁
」
の
略
で
、
一
の
位
が
零
の
数
の
時
に
の
み
用
い
ら
れ
る
。

一
匁
＝
一
両
。

　

＊
亀
甲
紋
様
の
羽
織
を
着
た
亀
が
商
売
の
た
め
に
猿
と
な
っ
た
佐
治
兵

衛
を
買
い
付
け
る
場
面
。
佐
治
兵
衛
は
お
遍
路
の
旅
姿
の
ま
ま
で
あ
る
が
、

〔
一
オ
〕
と
異
な
り
、
体
は
猿
化
し
て
い
る
。

〔
四
ウ
・
五
オ
〕

四
月
に
な
れ
ば
、
面め

ん

向か
う

不ふ

背は
い

の
玉
の
開か
い

帳て
う

始は
じ

ま
り
し
に
、
大
は
や
り
に
て

貴き

賤せ
ん

群く
ん

集じ
ゆ

し
け
る
。

（
見
物
客
） 「
此
お
釈し
や

迦か

様さ
ま

は
ど
ち
ゝ
か
ら
拝お
が

ん
で
も
真ま

向む

き
に
お
見み

へ

な
さ
れ
ま
す
。」

面
向
不
背
玉　

霊れ
い

宝ほ
う

道み
ち

飛と
び

魚う
を

「
一
我わ

が
先せ
ん

祖ぞ

の
三さ
ん

尊ぞ
ん

仏ぶ
つ

に
な
ら
れ
し
。」
と
喜よ
ろ
こぶ

。

（
鰡
） 「
お
ら
が
親お
や
ぢ父
は
仏ほ
と
け
に
は
な
ら
で
二
鷹た
か

に
な
ら
れ
た
。
悲か
な

し
や

〳
〵
。」

（
鮑
）「
こ
ち
の
一
家け

は
皆み
な

で
、
三
御ご

光か
う

仏ぶ
つ

に
な
〔
ら
〕
れ
た
。」

（
栄
螺
） 「
死し

ん
だ
も
の
を
拝お
が

ま
せ
る
と
は
、
気き

味み

の
悪わ
る

い
お
開か
い

帳て
う

だ
。」

三
尊
仏　

塩
引
不
動
尊　

枯
木
ニ
鷹

　

〇
語
釈　
（
一
）「
三
尊
仏
」
の
身
体
に
飛
魚
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
鰡

や
鮑
も
実
際
の
飛
ん
だ
霊
宝
で
出
品
さ
れ
た
見
世
物
を
踏
ま
え
て
い
る
か
。

五オ 四ウ
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（
二
）「
枯
木
ニ
鷹
」
の
胴
部
に
な
っ
て
い
る
。（
三
）
三
尊
仏
の
光
背
に

あ
る
、
十
二
光
仏
と
い
う
阿
弥
陀
如
来
の
光
明
を
十
二
種
の
仏
に
し
た
も

の
か
。

　

＊
当
時
実
際
に
行
わ
れ
た
飛
ん
だ
霊
宝
の
細
工
を
再
現
し
た
場
面
。
見

世
物
見
物
の
人
々
（
鰡
、
飛
魚
、
栄
螺
、
鮑
）
は
細
工
仏
に
関
連
し
た
魚

介
で
あ
り
、
同
胞
や
親
族
が
見
世
物
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
生
々
し
い
。

〔
五
ウ
・
六
オ
〕

一
身
ぶ
り
こ
わ
い
ろ
松
川
猿
市

（
木
戸
番
） 「
身み

ぶ
り
声こ
は

色い
ろ

じ
や
。
今
は
二
八
百
蔵
じ
や
、
次つ
ぎ

は
三
団
十
郎

親お
や

玉
じ
や
。」

（
子
）「
母か

ゝ

さ
ま
猿さ
る

市
が
見み

た
い
」

四
〽
初は
つ

春は
る

の
朝あ
し
たご

と
に
は
来き
た

れ
ど
も
逢あ

わ
で
ぞ
帰か

へ
る
も
と
の
住す
み
か処

に

（
佐
治
兵
衛
）「
ハ
テ
心
得へ

ぬ
鶯
う
ぐ
ひ
すの

声こ
ゑ

じ
や
な
あ
。」

（
見
物
客
一
）「
い
よ
、
親お

や

玉
。」

（
見
物
客
二
）「
エ
ヽ
と
申
ま
す
。」

　

〇
語
釈　
（
一
）
安
永
・
天
明
期
に
中
州
新
地
で
評
判
と
な
っ
た
声
色

づ
か
い
（
物
真
似
）
の
大
道
芸
人
、
松
川
鶴
市
に
当
て
込
ん
だ
も
の
。
喜

三
二
作
『
景
清
百
人
一
首
』（
天
明
二
年
刊
）
で
も
、
四
代
目
団
十
郎
の

景
清
の
演
技
を
真
似
て
い
た
亀
市
（
鶴
市
の
も
じ
り
）
が
捕
え
ら
れ
る
場

面
が
あ
る
。（
二
）
二
代
目
市
川
八
百
蔵
（
一
七
三
五
│
一
七
七
七
）。〔
六

オ
〕
の
上
部
一
番
右
に
面
が
吊
る
さ
れ
て
い
る
。
井
上
隆
明
氏
『
喜
三
二

戯
作
本
の
研
究
』
解
題
「
舞
台
の
上
に
景
清
な
ど
の
面
を
吊
る
の
は
、
の

ち
に
化
け
の
皮
が
剥
が
れ
る
伏
線
と
な
る
」（
三
）「
木
場
の
親
玉
」
の
異

称
を
も
つ
三
代
目
海
老
蔵
〔
四
代
目
市
川
団
十
郎
〕（
一
七
一
一
年
│
一

七
七
八
）。〔
六
オ
〕
で
は
佐
治
兵
衛
が
工
藤
祐
経
役
の
四
代
目
団
十
郎
に

扮
し
て
芸
を
披
露
し
て
い
る
。
安
永
五
年
正
月
市
村
座
『
冠
言
葉
曽
我
由

縁
』
と
安
永
六
年
正
月
市
村
座
『
常
磐
春
羽
衣
曽
我
』
で
は
、
四
代
目
団

六オ 五ウ
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十
郎
が
工
藤
祐
経
と
景
清
を
演
じ
、
二
代
目
八
百
蔵
も
五
郎
役
な
ど
で
出

演
し
て
い
る
。（
四
）『
曾
我
物
語
』
巻
第
五
「
十
五
、
鶯
・
蛙
の
歌
の
事
」

に
拠
る
。

　

＊
右
図
で
は
鼠
木
戸
の
前
で
見
世
物
の
呼
び
込
み
を
す
る
木
戸
番
や
魚

の
親
子
が
描
か
れ
る
。
右
の
木
戸
番
の
手
に
は
木
戸
札
（
入
場
券
）
が
握

ら
れ
て
い
る
。
上
部
に
は
団
十
郎
の
三
升
紋
や
八
百
蔵
の
三
升
の
中
に
八

の
字
の
紋
、
岩
井
半
四
郎
の
丸
に
三
つ
扇
紋
な
ど
、
役
者
の
紋
が
描
か
れ

る
。
左
図
は
舞
台
で
佐
治
兵
衛
が
猿
真
似
狂
言
を
披
露
す
る
。
舞
台
道
具

の
面
明
り
（
差
出
）
に
よ
っ
て
顔
が
照
ら
さ
れ
て
い
る
。

〈
参
考
〉
明
和
八
年
か
ら
寛
政
元
年
ま
で
、
大
川
と
箱
崎
川
の
分
流
点
の

三
俣
を
埋
め
立
て
た
中
州
新
地
が
存
在
し
た
。
納
涼
地
と
し
て
、
様
々
な

出
店
や
猿
の
軽
業
や
松
川
鶴
市
の
声
色
な
ど
の
見
世
物
が
あ
り
、
そ
の
様

子
は
『
放
屁
論
後
編
』
や
道
楽
散
人
無
玉
作
『
中
州
雀
』（
安
永
六
年
刊
）、

『
梅
翁
随
筆
』（
著
者
未
詳
、
寛
政
年
間
〈
一
七
八
九
〜
一
八
〇
一
〉
成
立
）、

山
東
京
山
作
『
蛛
の
糸
巻
』（
弘
化
三
年
〈
一
八
四
六
〉
成
立
）「
か
り
宅　

中
洲
」
な
ど
様
々
な
著
作
に
書
か
れ
て
い
る
。『
放
屁
論
後
編
』
や
『
中

洲
雀
』
に
は
佐
治
兵
衛
の
「
四
国
猿
」
や
飛
ん
だ
霊
宝
に
つ
い
て
触
れ
る

部
分
も
あ
り
、
本
場
面
へ
の
影
響
も
窺
え
る
。『
中
州
雀
』
に
は
「
龍
宮

の
こ
ゝ
に
出
現
し
た
る
ご
と
く
、
乙
姫
も
川
に
泛
て
、
此
土
に
も
龍
宮
あ

り
し
か
と
疑
ふ
」
と
あ
り
、『
蛛
の
糸
巻
』
に
も
「
三
夏
の
比
は
岸
に
の

ぞ
み
た
る
茶
見
世
の
軒
に
提
灯
を
か
け
渡
し
た
る
が
水
面
に
映
ず
る
さ
ま
、

遠
目
に
は
竜
の
都
の
こ
ゝ
に
浮
み
出
で
た
る
か
と
お
も
ふ
」
と
あ
り
、
中

州
新
地
は
竜
宮
と
重
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

〔
六
ウ
・
七
オ
〕

六
十
日
の
開か

い

帳て
う

、
日
延の

べ
ま
で
済す

み
け
れ
ば
、
此
開か
い

帳て
う

、
竜り
う

宮ぐ
う

城じ
や
うへ
上あ

が

り
て
、
一
八
大
龍り
う

王わ
う

は
じ
め
、
乙お
と

姫ひ
め

も
拝お
が

み
給
ふ
。

天て
ん

蓋が
い

寺じ

の
住じ
う

持ぢ

蛸た
こ

の
入
道
、
釈し
や

迦か

の
像ぞ
う

を
守も

り
奉
た
て
ま
つり

、
竜り
う

宮ぐ
う

城じ
や
うへ

上
る
。

七オ 六ウ
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（
蛸
庵
） 「
此
玉
を
日
本
よ
り
取と

り
に
参ま
い

る
と
申
沙さ

汰た

あ
れ
ば
、
し
ば
ら

く
御お

ん

城じ
や
うひ
と
へ
止と

め
置お

か
れ
く
だ
さ
れ
候
へ
」
と
願ね
が

ふ
。

　

〇
語
釈　
（
一
）
八
大
龍
王
は
『
法
華
経
』
説
法
の
座
に
列
し
た
と
い

う
八
種
の
竜
王
の
こ
と
。
こ
の
う
ち
、
第
一
が
難
陀
龍
王
で
、
草
双
紙
に

度
々
登
場
す
る
。
式
亭
三
馬
『
式し

き

亭て
い

三さ
ん

馬ば

自う
ぬ

惚ぼ
れ

鏡か
が
み』（
寛
政
一
三
年
〈
一

八
〇
一
〉
刊
）「
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
天
道
様
と
竜
宮
の
親
玉
難
陀
龍
王
、
地

獄
の
大
人
閻
魔
大
王
な
り
。
近
年
草
双
紙
に
度
〳
〵
道
具
に
使
う
ふ
故
」

と
あ
る
。

　

＊
中
央
に
面
向
不
背
の
玉
を
安
置
し
、
唐
土
風
の
姿
の
八
大
龍
王
と
乙

姫
が
線
香
を
供
え
て
祈
願
を
す
る
。
蛸
庵
和
尚
も
同
席
し
、
玉
の
保
管
を

依
頼
す
る
。
幸
若
舞
「
大
織
冠
」
で
は
八
大
龍
王
の
総
王
が
「
我
ら
は
、

既
に
海
底
の
竜
王
た
り
と
い
へ
ど
、
五
衰
三
熱
隙
も
な
く
」
と
語
り
、「
三

熱
の
苦
」
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
に
「
五
寸
の
釈
迦
の
霊
仏
」（
面
向
不

背
の
玉
）
を
奪
う
と
す
る
。

〔
七
ウ
・
八
オ
〕

乙
姫ひ

め

、
猿さ
る

の
芸げ
い

を
御
慰な
ぐ
さみ

に
見み

給
は
ん
と
て
、
あ
る
時と
き

召め

さ
れ
し
に
、
佐

治
兵
衛へ

役や
く

者し
や

の
身み

ぶ
り
を
思お
も

入い

れ
し
て
お
目め

に
掛か

け
ん
と
言い

ふ
を
、
一
猿さ
る

回ま
は

し
の
亀か
め

は
兼か

ね
て
焼や

き
も
ち
を
焼や

く
男
お
と
こ

故ゆ
へ

、
龍り
う

王
の
御
城し
ろ

に
て
は
役や
く

者し
や

の
身み

ぶ
り
は
叶か
な

わ
ず
と
偽い
つ
わり

、
二
一
通と
を

り
の
猿さ
る

の
芸げ
い

ば
か
り
お
目め

に
掛か

け

け
る
。
腰こ

し

元も
と

海な
ま
こ鼠

、「
あ
の
猿さ
る

回ま
わ

し
は
三
一
枚ま
い

絵ゑ

の
八
百
蔵
に
よ
ふ
似に

ま

し
た
ね
。」
四
天て
ん

竺ぢ
く

て
ん
な
百は
く

済さ
い

国こ
く

よ
り
普ふ

賢げ
ん

文も
ん

殊じ
ゆ

の
召め

さ
れ
て
さ
る
わ

ん
な
、
五
て
ん
つ
く
て
ん
〳
〵
〳
〵
。
乙お
と

姫ひ
め

猿さ
る

回ま
は

し
の
亀か
め

、
絵ゑ

に
描か

き
し

八
百
蔵
に
似に

た
り
と
て
、
六
人
知し

れ
ず
思お
も

ひ
染そ

め
給
ふ
。
佐
治
兵
衛へ

乙お
と

姫ひ
め

を
見み

て
、
哀あ
は

れ
生
し
や
う

涯が
い

の
思お
も

ひ
出で

に
一ひ
と

度た
び

契ち
ぎ

り
を
込こ

め
ん
と
思お
も

ひ
込こ

み
け
る
。

　

〇
語
釈　
（
一
）
猿
に
芸
を
さ
せ
る
大
道
芸
人
。（
二
）
猿
曳
は
も
と
も

と
馬
の
病
気
平
癒
の
た
め
の
宗
教
的
な
芸
で
あ
っ
た
。
本
場
面
で
見
せ
る

佐
治
兵
衛
の
舞
も
神
事
的
な
も
の
だ
ろ
う
。（
三
）
八
百
蔵
の
姿
が
描
か

八オ 七ウ
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れ
た
浮
世
絵
。（
四
）
猿
曳
唱
歌
の
文
句
。
狂
言
「
靭
猿
」
に
「
百
済
国

に
て
普
賢
・
文
殊
の
召
さ
れ
た
る
猿
と
獅
子
と
は
御
使
者
の
も
の
」
と
あ

る
ほ
か
、『
駿
国
雑
志
』
巻
之
七
「
猿
屋
町
並
猿
引
の
事
」
に
紹
介
さ
れ

る
歌
「
し
ゝ
の
ま
へ
」
冒
頭
に
は
「
か
ん
の
し
ゝ
と
も
ふ
す
る
は
天
ぢ
く

と
れ
が
は
く
さ
い
こ
く
な
り
ふ
げ
ん
も
ん
し
ゆ
の
お
い
の
り
な
さ
れ
た

し
ゝ
な
れ
ば
」（
阿
部
正
信
編
『
駿
国
雑
志
』
一
冊
、
吉
見
書
店
、
一
九

〇
九
年
）
と
あ
る
。（
五
）
鳴
り
物
の
太
皷
の
音
。（
六
）
壬
生
忠
見
「
恋

す
て
ふ
我
が
名
は
ま
だ
き
立
ち
に
け
り
人
知
れ
ず
こ
そ
思
ひ
そ
め
し
か
」

（『
拾
遺
和
歌
集
』
恋
一
・
六
二
一
、『
百
人
一
首
』
収
載
）
を
踏
ま
え
る
。

　

＊
乙
姫
が
佐
治
兵
衛
ら
の
曲
芸
を
見
る
。
左
右
に
は
腰
元
の
海
鼠
と
、

お
多
福
顔
の
河
豚
が
控
え
て
い
る
。
黄
表
紙
で
は
喜
三
二
作
『
桃も

も

太た

郎ろ
う

後ご

日に
ち

噺ば
な
し』（
安
永
六
年
刊
）
に
登
場
す
る
下
女
「
お
ふ
く
」
や
、
十
返
舎
一

九
作
『
河か

っ

童ぱ
の

尻し
り

子こ

玉だ
ま

』（
寛
政
一
〇
年
）
の
海
女
「
お
ふ
ぐ
」
な
ど
、
し

ば
し
ば
お
多
福
顔
と
名
前
を
結
び
つ
け
た
人
物
が
登
場
す
る
。
部
屋
に
は

青
海
波
や
波
な
ど
、
竜
宮
ら
し
い
装
飾
が
施
さ
れ
る
。
佐
治
兵
衛
猿
は
烏

帽
子
と
袖
な
し
羽
織
を
着
用
し
、
幣
を
持
っ
て
舞
う
。
後
方
で
は
裃
姿
の

亀
が
鞭
と
手
綱
を
手
に
し
て
控
え
て
い
る
が
、
そ
の
顔
は
二
代
目
八
百
蔵

の
役
者
似
顔
絵
風
に
描
か
れ
て
い
る
。

〔
八
ウ
・
九
オ
〕

そ
れ
よ
り
乙お

と

姫ひ
め

、
亀か
め

の
こ
と
を
忘わ
す

れ
か
ね
給
ひ
、
腰こ
し

元も
と

海な
ま
こ鼠

が
取と

り
計は
か

ら

ひ
に
て
文
を
や
り
給
ふ
。

（
海
鼠
） 「
此
返
事
の
通と
を

り
な
れ
ば
、
晩ば
ん

に
忍し
の

ん
で
参ま
い

る
で
ご
ざ
り
ま
せ
う
。

一
御
門も
ん

番ば
ん

の
海く
ら
げ月

を
抱だ

き
込こ

ん
で
忍し
の

ば
せ
て
お
逢あ
わ

せ
申
ま
せ

う
。」

（
乙
姫
）「
ほ
ん
に
そ
れ
は
嬉う

れ

し
い
の
。」

佐
治
兵
衛へ

、
乙
姫ひ
め

を
見み

初そ

め
し
よ
り
思お
も

ひ
に
耐た

へ
兼か

ね
、
乙お
と

姫ひ
め

の
御
殿て
ん

の

辺あ
た
りを
徘は
い

徊く
わ
いし
て
海な
ま
こ鼠
が
海く
ら
げ月
を
頼た
の

む
を
立た

ち
聞き

ゝ
し
て
道み
ち

に
待ま

ち
伏ぶ

せ
、

九オ 八ウ
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亀か
め

の
忍し
の

び
く
る
を
散さ
ん

〴
二〵
打て
う

擲ち
や
くし

て
追お

ひ
返か
へ

し
、
そ
の
翌よ
く

晩ば
ん

、
姫ひ
め

君ぎ
み

の

館や
か
たへ
忍し
の

び
入い

る
。
三
亀か
め

は
鞘さ
や

打う

ち
に
頭あ
た
まを
打う

た
れ
、
殻か
ら

を
打う

ち
壊こ
わ

す
。

（
佐
）「
四
太ふ
と

じ
る
し
太ふ
と

い
の
根ね

め
、
思お
も

ひ
知し

っ
た
か
〳
〵
。」

（
亀
） 「
許ゆ
る

し
て
く
れ
。
明あ

日す

は
柿か
き

で
も
蜜み
か
ん柑

で
も
た
く
さ
ん
振ふ

る
舞ま

い

ま
せ
う
。」

　

〇
語
釈　
（
一
）「
猿
の
い
き
ぎ
も
」
に
登
場
す
る
。（
二
）
な
ぐ
る
こ
と
。

（
三
）
猿
が
亀
の
甲
羅
を
打
ち
壊
す
件
は
、
黒
本
『
亀
甲
の
由
来
』（
奥
村

板
、
宝
暦
四
年
〈
一
七
五
四
〉
頃
刊
）
に
あ
る
。
生
き
胆
を
陸
に
置
き
忘

れ
た
と
い
う
猿
を
陸
に
送
り
届
け
た
と
こ
ろ
で
他
の
猿
仲
間
か
ら
い
じ
め

ら
れ
、「
盲
亀
の
浮
き
木
」
の
如
く
、
浮
き
木
に
背
を
預
け
て
竜
宮
に
流

れ
着
く
亀
が
描
か
れ
て
い
る
。（
四
）
肝
が
太
い
、
図
々
し
い
と
い
う
意

味
の
江
戸
語
「
太
い
」
に
「
根
」
を
付
け
た
流
行
語
。

　

＊
乙
姫
と
腰
元
海
鼠
は
亀
に
文
を
送
る
が
、
佐
治
兵
衛
が
そ
の
文
を
奪

い
、
刀
で
亀
の
額
の
甲
羅
を
殴
り
つ
け
る
。
亀
の
額
の
甲
羅
か
ら
血
が
噴

き
出
す
。〔
八
ウ
〕
の
背
景
の
水
面
に
は
海
藻
の
よ
う
な
も
の
が
、〔
九
オ
〕

に
は
樹
で
は
な
く
珊
瑚
が
描
か
れ
て
い
る
。
舞
台
が
竜
宮
で
あ
る
の
を
示

す
工
夫
が
な
さ
れ
る
。

〔
九
ウ
・
十
オ
〕

翌よ
く

日
佐
治
兵
衛へ

は
八
百
蔵
が
身
に
て
忍し
の

び
行ゆ

き
、
海く
ら
げ月

を
頼た
の

む
。

（
佐
） 「
某
そ
れ
が
しは

日
本
に
て
市
川
八
百
蔵
と
申
も
の
。
乙
姫ひ
め

様さ
ま

を
見み

ぬ
恋こ
ひ

に

憧あ
こ
がれ
、
一
日
本
を
ば
死し

ん
だ
分ぶ
ん

に
し
て
遥は
る

〳
〵
と
参ま
い

り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
乙
姫ひ

め

様さ
ま

に
お
目め

見み

へ
が
し
た
い
が
、
二
良よ

い
知ち

恵ゑ

は
鱠な
ま
すの

生い

け
盛も

り
、
海く
ら
げ月

さ
ん
。」

（
海
月
） 「
俺お
れ

も
門も
ん

番ば
ん

だ
か
ら
、
ち
と
検け
ん

問も
ん

さ
へ
し
た
ら
、
三
首し
ゆ

尾び

は
吉よ
し

村む
ら

屋や

と
な
り
そ
ふ
な
も
の
だ
。」

海く
ら
げ月
、
四
南な
ん

鐐り
や
う

一
遍ぺ
ん

着ち
や
く

服ぶ
く

し
て
海な
ま
こ鼠
に
此こ
の

事こ
と

を
語か
た

る
。

（
海
月
） 「
昨き
の
ふ日
の
晩ば
ん

、
五
亀か
め

印じ
る
しの
忍し
の

ん
で
見み

へ
る
は
づ
が
、
ど
う
風か
ぜ

が

十オ 九ウ
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変か

は
つ
た
る
、
音お
と

も
沙さ

汰た

も
な
い
故ゆ
へ

お
姫ひ
め

様さ
ま

は
今け

ふ日
は
六
散さ
ん

〴
〵
お
気き

揉も

み
。
七
自じ

体た
い

、
亀か
め

に
お
気き

の
あ
る
の
も
中
車
に
似に

た
か
ら
。」

（
海
鼠
） 「
八
劣お
と

つ
て
の
事こ
と

。
九
生は

へ
抜ぬ

き
の
八
百
蔵
な
ら
十
優う

曇ど
ん

華げ

の
亀か
め

の
上う
へ

を
行ゆ

く
の
じ
や
。
そ
う
〳
〵
申
立
て
逢あ

わ
せ
申も
う

し
ま
せ

う
。」

（
海
月
） 「
ま
づ
亀か
め

よ
り
は
よ
つ
ぽ
ど
粋い
き

な
男お
と
こと

決き

ま
つ
た
も
の
さ
。」

　

〇
語
釈　
（
一
）
二
代
目
八
百
蔵
は
安
永
六
年
七
月
三
日
、
四
十
三
歳

で
夭
折
。
当
時
多
く
の
人
々
か
ら
悼
ま
れ
、
追
善
本
や
死
絵
が
複
数
刊
行

さ
れ
た
。（
二
）「
良
い
知
恵
は
な
い
か
」
と
魚
料
理
の
鱠
の
生
け
盛
り
を

掛
け
る
。
鱠
は
魚
肉
を
細
か
く
刻
ん
で
酢
味
噌
や
調
味
酢
で
和
え
た
料
理

で
、
生
け
盛
り
は
そ
の
盛
り
付
け
を
い
う
。（
三
）
吉
村
屋
は
二
代
目
八

百
蔵
の
屋
号
で
、「
首
尾
は
良
し
」
と
「
吉
村
屋
」
の
地
口
。（
四
）
二
朱

銀
の
異
称
。
八
枚
で
一
両
に
値
す
る
。（
五
）
人
名
や
事
物
名
の
下
略
形

に
つ
け
る
隠
語
の
一
種
。（
六
）
ひ
ど
く
。（
七
）
そ
も
そ
も
。
地
体
。（
八
）

亀
は
八
百
蔵
よ
り
劣
る
と
い
う
こ
と
。（
九
）
生
粋
の
。
こ
こ
で
は
本
物
の
、

く
ら
い
の
意
味
。（
十
）
諺
「
盲
亀
の
浮
木
優
曇
華
」
を
踏
ま
え
て
お
り
、

珍
し
い
こ
と
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
例
え
ら
れ
る
。
例
え
八
百
蔵
似
の
亀
で

も
、
本
物
の
八
百
蔵
に
は
叶
わ
な
い
。
乙
姫
の
気
持
ち
も
き
っ
と
本
物
の

方
に
向
く
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
か
。

　

＊
佐
治
兵
衛
は
八
百
蔵
の
面
と
紋
付
き
の
羽
織
を
身
に
付
け
、
頭
巾
を

被
っ
た
通
人
風
の
姿
で
乙
姫
の
屋
敷
を
訪
れ
る
。
菖
蒲
革
紋
の
袴
姿
で
出

迎
え
の
門
番
の
海
月
は
腰
元
海
鼠
と
相
談
し
、
本
物
の
八
百
蔵
が
来
た

（
実
は
偽
物
）
と
思
っ
て
乙
姫
の
と
こ
ろ
へ
取
り
繋
ぐ
。
珍
客
で
あ
る
八

百
蔵
を
優
曇
華
と
称
す
る
が
、
同
時
に
関
連
語
で
あ
る
「
盲
亀
の
浮
木
」

か
ら
、
八
百
蔵
似
の
亀
が
「
浮
気
」
さ
れ
る
こ
と
も
読
者
は
連
想
で
き
た

か
も
し
れ
な
い
。

〔
十
ウ
・
十
一
オ
〕

乙お
と

姫ひ
め

喜よ
ろ
こび

給
ふ
こ
と
限か
ぎ

り
な
く
、
閨ね
や

へ
招ま
ね

き
て
し
つ
ぽ
り
と
契ち
ぎ

り
給た
ま

ふ
。

（
乙
姫
） 「
こ
れ
は
ま
あ
夢ゆ
め

で
は
な
い
か
、
い
つ
そ
嬉う
れ

し
う
ご
ざ
ん
す
。」

（
佐
） 「
私
わ
た
く
しも
遥は
る

〴
〵
と
焦こ

が
れ
て
参ま
い

り
し
甲か

斐い

あ
り
て
、
こ
れ
ほ
ど
嬉う
れ

し
い
こ
と
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。」

（
海
鼠
） 「
も
し
、
お
姫ひ
め

様さ
ま

。
亀か
め

印じ
る
しが

聞き

い
た
ら
一
こ
れ
〳
〵
で
ご
ざ
ん

し
や
う
。」

両
人
後き

ぬ
〴朝〵
の
別わ
か

れ
を
惜お

し
み
て
戯た
わ
ぶれ
の
折お
り

か
ら
面め
ん

と
鬘
か
つ
ら

抜ぬ

け
て
落お

ち
け
れ

ば
、
猿さ

る

な
る
故ゆ
へ

、
乙
姫ひ
め
二
肝き
も

を
消け

し
、
そ
れ
よ
り
患わ
づ
らひ

給
ふ
。

（
佐
） 「
三
南な

無む

三さ
ん

宝ぼ
う

、
四
段だ
ん

切ぎ

り
に
味み

噌そ

を
付つ

け
た
。
此
お
情な
さ

け
は
忘わ
す

れ

ま
せ
ぬ
。
五
味み

噌そ

付つ

け
鱠な
ま
すで
六
お
さ
る
ば
〳
〵
。」

（
乙
姫
）「
の
ふ
、
恐
ろ
し
や
。」

　

〇
語
釈　
（
一
）
あ
か
ら
さ
ま
に
言
え
な
い
と
き
に
用
い
る
指
示
語
。

乙
姫
の
浮
気
を
た
し
な
め
る
。（
二
）
肝
を
つ
ぶ
す
。（
三
）
仏
・
法
・
僧

の
三
宝
に
帰
依
す
る
意
で
、
そ
の
三
宝
に
呼
び
か
け
仏
の
救
い
を
求
め
る

言
葉
。
し
ま
っ
た
。（
四
）「
段
切
り
」
は
物
事
が
終
わ
り
の
部
分
。「
味

噌
を
つ
け
る
」
は
失
敗
す
る
意
味
で
、
情
事
の
最
後
に
本
性
が
発
覚
し
て

失
敗
し
た
こ
と
を
い
う
。（
五
）
浅
葱
鱠
か
ら
派
生
し
た
語
か
。
陰
暦
三

月
四
日
は
ア
サ
リ
と
浅
葱
を
酢
味
噌
で
和
え
た
鱠
供
え
、
雛
人
形
を
仕
舞

う
風
習
が
あ
る
の
に
加
え
、
出
替
わ
り
の
日
で
も
あ
っ
た
。『
川
柳
評
万



28

句
合
』（
明
和
七
年
桜
四
）「
あ
さ
つ
き
を
下
女
は
泣
き
泣
き
替
へ
て
喰
い
」

（
六
）「
お
さ
ら
ば
」
と
猿
の
掛
詞
。

　

＊
右
図
で
は
、
佐
治
兵
衛
猿
が
八
百
蔵
の
面
を
付
け
て
お
り
、
乙
姫
と

床
に
入
る
場
面
と
な
る
が
、
左
図
の
後
朝
の
場
面
で
は
、
佐
治
兵
衛
猿
の

足
元
に
は
八
百
蔵
の
面
が
落
ち
て
お
り
、
正
体
が
発
覚
し
て
し
ま
う
。

〔
十
一
ウ
・
十
二
オ
〕

姫ひ
め

君ぎ
み

の
傅
め
の
と

鰹か
つ
をの

介
、
段だ
ん

〴
〵
詮せ
ん

議ぎ

し
け
る
に
、
海く
ら
げ月

と
海な
ま
こ鼠

が
取と

り
持も

ち

十二オ 十一ウ

十一オ 十ウ
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し
事
顕あ
ら

わ
れ
け
れ
ば
、
龍
王
大
き
に
怒い
か

り
、
一
海な
ま
こ鼠

も
海く
ら
げ月

も
骨ほ
ね

を
抜ぬ

か

れ
け
り
。
鰹か

つ
をは
「
君
の
御
為た
め

じ
や
。
尋じ
ん

常じ
や
うに
白は
く

状じ
や
うせ
よ
。
も
し
も
二
陳ち
ん

ず

る
も
の
な
ら
ば
海な

ま
こ鼠

は
三
湛こ
た
ゞ
み味

に
し
て
も
白は
く

状じ
や
うさ

せ
ん
。」
と
、
後の
ち

、
四
藁わ
ら

で
首く
び

を
し
め
る
や
う
に
詮せ
ん

議ぎ

す
る
。

（
海
月
） 「
何な
に

事
も
私
わ
た
く
しが
誤あ
や
まり
。
サ
ア
海な
ま
こ鼠
殿ど
の

も
こ
う
ば
れ
た
上う
へ

は
包つ
ゝ

ま

ず
申も

う

し
上あ

げ
な
さ
い
。」

乙お
と

姫ひ
め

そ
れ
よ
り
病や
ま
ひの

床と
こ

に
伏ふ

し
給
ふ
が
、
か
の
猿さ
る

の
顔か
ほ

が
五
不ふ

断だ
ん

目め

に
ち

ら
〳
〵
見み

へ
て
、
い
よ
〳
〵
重お
も

り
給
ふ
故ゆ
へ

、
様さ
ま

〴
〵
に
療
り
や
う

治じ

あ
れ
ど
も
、

更さ
ら

に
印し
る
しな
し
。
御
医い

者し
や
六
烏い

賊か

の
甲こ
う

庵あ
ん

申
け
る
は
、「
こ
れ
全ま
つ
たく
御
気
病
び
や
う

な
り
。
か
の
猿さ
る

を
捉と
ら

へ
さ
せ
、
七
生い

き
胆ぎ
も

を
取と

り
て
服ふ
く

さ
せ
申
さ
ば
、
た

ち
ま
ち
御
平へ

い

癒ゆ

あ
ら
ん
。」
と
申
上
る
。

（
龍
王
）「
気
病び

ゃ
うの
性せ
う

な
ら
胆き
も

を
食く

わ
さ
せ
ん
。」

（
烏
賊
の
甲
庵
） 「
八
犬い
ぬ

に
噛か

ま
れ
た
も
の
に
は
犬い
ぬ

の
肉に
く

を
食く

わ
せ
、
火や
け
ど傷

を
火ひ

で
あ
ぶ
る
の
道ど
う

理り

で
ご
ざ
り
ま
す
。」

　

〇
語
釈　
（
一
）「
猿
の
い
き
ぎ
も
」
に
拠
る
展
開
で
、
こ
こ
で
は
海
月

だ
け
で
な
く
、
海
鼠
も
骨
を
抜
か
れ
る
と
こ
ろ
が
笑
い
を
誘
う
。（
二
）

偽
り
を
言
う
こ
と
。（
三
）
江
戸
時
代
に
流
行
し
た
海
鼠
料
理
。
細
切
り

に
煎
り
酒
を
か
け
、
わ
さ
び
を
添
え
た
刺
身
。（
四
）
人
見
必
大
『
本
朝

食
鑑
』（
元
禄
十
年
〈
一
六
九
七
〉
刊
）
鱗
介
部
之
三
「
海
鼠
」
に

「
稲わ

ら草
」
に
弱
い
と
あ
る
。
藁
が
海
鼠
を
溶
か
す
と
い
う
俗
信
も
あ
り
、

山
東
京
伝
『
小
紋
雅
話
』（
寛
政
二
年
刊
）「
く
し
こ
（
串
海
鼠
）
つ
な
ぎ
」

に
も
「
此
小
紋
、
藁
灰
汁
に
て
洗
う
と
き
は
台
無
し
に
な
る
」
と
あ
る
。

（
五
）
絶
え
間
な
く
続
く
こ
と
。（
六
）
イ
カ
が
持
つ
甲
殻
に
ち
な
ん
だ
名

前
。（
七
）「
猿
の
い
き
ぎ
も
」
に
拠
る
。（
八
）
詳
細
不
明
。

　

＊
（
右
図
）
傳
の
鰹
の
介
が
海
鼠
と
海
月
を
問
い
た
だ
す
。（
左
図
）

龍
王
が
医
者
烏
賊
の
甲
庵
を
呼
び
、
乙
姫
の
病
を
相
談
す
る
。

〔
十
二
ウ
〕

藤ふ
じ

原わ
ら
の

淡た
ん

海か
い

公
、
海あ

ま士
と
契ち
ぎ

り
を
込こ

め
、
男な
ん

子し

を
も
ふ
け
給
ひ
、
一
竜り
う

宮ぐ
う

へ
取と

ら
れ
し
玉
を
取と

り
返か
へ

し
く
れ
よ
と
頼た
の

み
給
ふ
。
後
に
二
房ふ
さ

前ゞ
き

の
大
臣じ
ん

と
申
せ
し
は
此
若わ
か

君ぎ
み

の
御
こ
と
な
り
。

（
淡
海
）「
三
福ふ
く

徳と
く

の
百
年ね
ん

目め

だ
と
思お
も

つ
て
行い

つ
て
く
れ
よ
。」

（
蜑※

海
女） 「
四
此
お
子こ

を
御
世よ

継つ

ぎ
に
お
立た

て
な
れ
ま
す
な
ら
ば
、
玉
を
取と

り
に
参ま
い

り
ま
せ
う
。
こ
れ
は
五
命い
の
ちを

的ま
と

に
懸か

け
て
の
仕し

事ご
と

で
ご
ざ

り
ま
す
。」

　

〇
語
釈　
（
一
）
玉
取
り
説
話
の
展
開
。〔
二
ウ
〕（
一
）
参
照
。（
二
）

奈
良
時
代
に
実
在
し
た
公
卿
。
藤
原
淡
海
公
不
比
等
の
第
二
子
で
、
北
家

十二ウ
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の
祖
と
な
る
。
玉
取
り
説
話
で
は
海
女
と
の
間
に
出
来
た
子
と
し
て
登
場

す
る
。（
三
）
福
徳
の
三
年
目
と
も
い
う
。
福
徳
の
神
は
三
年
ご
と
に
め

ぐ
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
思
い
が
け
な
い
利
益
や
好
運
を
得
る
こ
と
。

（
四
）
謡
曲
「
海
士
」「
も
し
此
珠
を
取
り
得
た
ら
ば
。
此
御
子
を
世
継
の

御
位
に
な
し
給
へ
と
申
し
ゝ
か
ば
」（
五
）
命
が
け
で
働
く
と
い
う
の
諺
。

　

＊
海
女
は
息
子
を
跡
取
り
と
す
る
の
を
条
件
に
竜
宮
へ
面
向
不
背
の
玉

を
取
り
返
し
に
行
く
と
約
束
す
る
。〔
二
ウ
〕
の
淡
海
公
は
江
戸
の
町
人

風
の
姿
で
描
か
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
公
卿
ら
し
く
直
衣
姿
で
描
か
れ
る
。

海
女
は
丸
髷
を
結
い
、
江
戸
の
既
婚
女
性
の
姿
で
あ
る
。

〔
十
三
オ
〕

猿さ
る

生い

き
胆ゞ
も

を
取と

ら
る
ゝ
こ
と
を
聞き

ゝ
、
自み
づ
から
訴う
つ
たへ
出い
づ

る
。

（
鰹
の
介
） 「
一
さ
る
と
は
奇き

特ど
く

な
こ
と
じ
や
。
な
ん
と
新あ
た
らし

か
ろ
ふ
が
。」

（
佐
） 「
き
み
が
一
日
の
情な
さ

け
に
私
わ
た
く
しが

二
百
年
の
命い
の
ちを

差さ

し
上あ

げ
ま
す
。

生い

き
胆ゞ
も

で
も
死し

に
胆ぎ
も

で
も
お
望の
ぞ

み
次し

第だ
い

に
召め

し
上
ら
れ
、
御
本ほ
ん

復ぶ
く

あ
る
や
う
に
願ね
が

ひ
奉
た
て
ま
つり

ま
す
。」

　

〇
語
釈　
（
一
）
指
示
語
の
「
然さ

り
と
は
」
と
「
猿
」
を
か
け
た
洒
落
で
、

赤
本
に
も
度
々
見
ら
れ
る
。「
さ
る
と
は
難
所
」（
赤
本
『
桃
太
郎
昔
話
』

五
ウ
）（
二
）
一
日
の
情
け
に
百
年
の
命
を
捨
つ
と
い
う
諺
。『
白
氏
文
集
』

「
燕
子
楼
詩
」
徐
州
の
尚
書
、
張
愔
の
愛
妾
盼は

ん

盼は
ん

の
故
事
に
拠
る
。
男
の

わ
ず
か
一
日
の
愛
情
の
た
め
女
の
一
生
涯
を
棒
に
ふ
る
こ
と
だ
が
、
こ
こ

で
は
佐
治
兵
衛
の
方
が
身
を
捧
げ
る
。

　

＊
佐
治
兵
衛
が
裃
姿
で
傳
の
鰹
と
対
面
し
、
自
ら
生
き
胆
を
乙
姫
に
献

上
す
る
旨
を
伝
え
る
。

〔
十
三
ウ
・
十
四
オ
〕

一
竜り
う

宮ぐ
う

の
習な
ら

い
に
、
死し

人に
ん

を
忌い

め
ば
、
ま
し
て
物
の
命い
の
ちを

取と

る
こ
と
は
不ふ

得へ

手て

に
て
、
鰹か
つ
をも
躊た
め
ら躇
い
ゐ
け
れ
ば
、
猿さ
る

は
面め
ん

倒ど
う

し
く
な
り
て
、
自み
づ
から
腹は
ら

を
裂さ

き
、
生い

き
胆ゞ
も

を
取と

り
出い
だ

し
て
渡わ
た

し
け
る
。
此
時と
き
二
鰹か
つ
をは
海あ

ま士
の
謡う
た
ひを

唄う
た

ひ
な
が
ら
見け
ん

物ぶ
つ

し
て
い
た
り
し
に
、
日
本
よ
り
海あ

ま女
来き
た

り
て
、
玉
を
奪う
ば

い
取と

り
、
佐
治
兵
衛へ

が
腹は
ら

へ
押お

し
込こ

め
、
縄な
わ

の
端は
し

を
佐
治
兵
衛へ

に
結ゆ

ひ
つ

け
、
引ひ

い
た
り
と
声こ
へ

を
か
け
け
れ
ば
、
人
〴
〵
喜よ
ろ
こび
引ひ

き
上あ

げ
た
り
け
り
。

猿さ
る

は
腹は
ら

の
内う
ち

よ
り
、
か
の
四
国こ
く

に
て
食く

ひ
け
る
猿さ
る

の
胆き
も

を
取と

り
出い
だ

し
け
れ

ば
、
も
と
の
如ご

と

く
人
間げ
ん

と
な
り
け
る
。

（
佐
） 「
こ
れ
〳
〵
海あ

ま女
へ
、
三
乳ち

の
下
を
掻か

き
切き

る
は
き
つ
い
無む

益だ

と

い
ふ
も
の
。
そ
の
玉
を
ば
俺お

れ

が
腹は
ら

の
中な
か

へ
お
入い

れ
な
さ
い
。
ど
う

し
て
空あ

い
て
い
る
も
の
だ
か
ら
、
そ
う
し
な
さ
い
。」

十三オ
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（
海
士
）「
近ち
か

寄よ

る
と
こ
れ
で
刺さ
し

身み

に
す
る
よ
。」

（
鰹
の
介
） 「
刺さ
し

身み

に
さ
れ
て
は
気き

が
な
い
。
玉た
ま

を
一
ツ
四
傷い
た

め
ば
済す

む

事
だ
。た
ゞ
何な

に

事ご
と

も
知し

ら
ぬ
が
仏ふ
と
け。見み

逃の
が

し
に
し
て
く
れ
う
。」

　

〇
語
釈　
（
一
）
謡
曲
「
海
士
」「
龍
宮
の
習
に
死
人
を
忌
め
ば
。
あ
た

り
に
近
づ
く
悪
龍
な
し
。
約
束
の
縄
を
動
か
せ
ば
。
人
々
よ
ろ
こ
び
引
き

あ
げ
た
り
け
り
」
に
拠
る
。（
二
）
赤
本
「
猿
の
い
き
ぎ
も
」
に
「
生い

き

胆ぎ
も

を
取
る
と
き
は
玉
と
り
の
謡う
た
いで

ま
ぎ
ら
か
そ
う
」
と
い
う
台
詞
が
既
に

存
在
す
る
が
、
喜
三
二
は
『
親

お
や
の

敵か
た
き

討う
て
や

腹は
ら

鞁つ
づ
み』

で
兎
が
生
き
胆
を
取
り
出

す
場
面
で
も
同
様
の
趣
向
を
用
い
た
。（
三
）
玉
取
り
説
話
で
の
左
記
＊

の
展
開
を
無
益
と
評
す
る
。（
四
）
損
を
す
れ
ば
。

　

＊
原
話
で
は
珠
を
取
り
戻
し
に
き
た
海
女
が
追
手
の
龍
か
ら
逃
れ
る
た

め
に
、
自
ら
乳
の
下
を
掻
き
切
っ
て
珠
を
隠
し
入
れ
て
絶
命
す
る
が
、
こ

こ
で
は
佐
治
兵
衛
が
猿
の
生
き
胆
を
取
り
出
し
た
腹
の
穴
に
面
公
不
背
の

珠
を
入
れ
る
こ
と
で
海
女
も
助
か
る
。
海
女
の
腹
に
は
「
約
束
の
縄
」
が

巻
か
れ
て
お
り
、
小
刀
を
持
っ
て
振
り
返
る
。

〔
十
四
ウ
・
十
五
オ
〕

一
玉
わ
知し

ら
ず
、
海あ

ま士
人
は
海か
い

上し
や
うへ

浮う

か
み
、
ほ
か
に
一
人
の
男
お
と
こ

浮う

か
み

出い

で
、
腹は
ら

の
内
よ
り
面め
ん

向か
う

不ふ

背は
い

の
玉
を
取と

り
出い
だ

し
て
、
あ
り
し
次し

第だ
い

を
物も
の

語が
た

り
、
玉
を
お
渡わ
た

し
申
ま
す
。

（
海
士
） 「
良よ

い
時と
き

に
参ま
い

り
合あ

わ
せ
ま
し
て
、
私
わ
た
く
しの

幸し
あ
わせ

で
ご
ざ
り
ま
す
。」

（
淡
海
） 「
二
持も
ち

料り
や
うの
胆き
も

に
は
相さ
う

違い

が
な
け
れ
ば
傷き
ず

口ぐ
ち

を
縫ぬ

わ
せ
た
ら
助た
す

か
ろ
う
。
早そ
う

〳
三〵
縫ぬ
い

箔は
く

屋や

へ
や
り
て
腹は
ら

を
縫ぬ

わ
せ
よ
。」

か
く
て
佐
治
兵
衛へ

、
腹は
ら

の
傷き
ず

日
を
経へ

て
癒い

へ
け
れ
ば
、
淡た
ん

海か
い

公
の
御
家け

来ら
い

と
な
り
、
子し

孫そ
ん

め
で
た
く
栄さ
か

へ
、
海あ

ま女
も
国こ
く

母ぼ

と
仰あ
ふ

が
れ
け
る
ぞ
、
め
で

た
け
れ
。

　

〇
語
釈　
（
一
）
謡
曲
「
海
士
」
の
一
節
、「
珠
は
知
ら
ず
あ
ま
人
は
海

上
に
浮
び
出
で
た
り
」（
二
）
持
前
の
。
元
々
あ
る
人
間
の
胆
の
こ
と
を

十四オ 十三ウ
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指
す
か
。
佐
治
兵
衛
は
猿
の
時
に
人
と
猿
の
生
き
胆
の
両
方
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
た
。（
三
）
衣
装
に
刺
繍
や
摺
箔
な
ど
の
加
工
を
す
る
職
人
。
傷

を
縫
う
の
に
医
者
を
呼
ば
な
い
と
こ
ろ
が
笑
い
で
あ
る
。

　

＊
志
度
の
浦
に
海
女
と
佐
治
兵
衛
が
帰
還
す
る
。
佐
治
兵
衛
は
腹
の
中

か
ら
面
向
不
背
の
玉
を
取
り
出
し
、
海
女
が
彼
の
功
績
を
淡
海
公
に
伝
え

る
。
膝
元
に
は
引
き
上
げ
ら
れ
た
際
の
縄
が
置
か
れ
て
い
る
。

〔
十
五
ウ
〕

乙お
と

姫ひ
め

、
猿さ
る

の
胆き
も

を
服ふ
く

し
給
ひ
、
た
ち
ま
ち
本ほ
ん

復ぶ
く

あ
り
け
れ
ば
、
龍
王
、
亀

を
婿む

こ

養や
う

子し

に
し
て
乙
姫ひ
め

に
添そ

わ
せ
け
れ
ば
、
喜よ
ろ
こぶ

こ
と
限か
ぎ

り
な
し
。
亀
も

猿さ
る

に
う
ち
砕く
だ

か
れ
し
と
こ
ろ
、
此
節せ
つ

本ほ
ん

復ぶ
く

し
て
、
万
よ
ろ
づ

世よ

ま
で
も
変か

わ
ら
じ

と
契ち

ぎ

り
け
り
。

此
所
、
所
作
事
大
で
き
〳
〵
。

 
 

喜
三
二
戯
作
印

　

＊
亀
と
乙
姫
が
結
ば
れ
る
こ
と
を
示
す
場
面
。
乙
姫
は
針
糸
を
手
に
し

つ
つ
、
亀
甲
紋
様
の
羽
織
を
引
き
合
っ
て
い
る
。
黒
本
『
亀
甲
の
由
来
』

十五ウ

十五オ 十四ウ
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で
は
、
猿
た
ち
に
打
ち
砕
か
れ
た
亀
の
甲
羅
を
乙
姫
ら
が
蜀
江
に
縫
っ
て

修
復
し
、
亀
甲
の
始
め
と
し
て
い
る
。
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辞
典
』

講
談
社
、
二
〇
〇
一
年

北
村
孝
一
監
修
『
故
事
俗
信
こ
と
わ
ざ
辞
典
』
第
二
版
、
小
学
館
、
二

〇
一
二
年

鈴
木
重
三
・
木
村
八
重
子
編
『
近
世
子
ど
も
の
絵
本
集
』
江
戸
編
、
岩

波
書
店
、
一
九
八
五
年

木
村
八
重
子
・
宇
田
敏
彦
・
小
池
正
胤
校
注
『
草
双
紙
集
』（
新
日
本

古
典
文
学
大
系 

八
三
）
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年

野
々
村
戒
三
編
・
大
谷
篤
蔵
補
訂
『
謡
曲
二
百
五
十
番
集
』
赤
尾
照
文

堂
、
一
九
七
八
年

麻
原
美
子
・
北
原
保
雄
校
注
『
舞
の
本
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
五

九
）
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年

恋
田
知
子
釈
文
・
解
説
『
大
織
冠
絵
巻　

薄
雲
御
所
慈
受
院
門
跡
所
蔵
』

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
〇
年

中
村
幸
彦
校
注
『
風
来
山
人
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
五
五
）
岩
波

書
店
、
一
九
六
一
年

市
古
貞
次
・
大
島
建
彦
校
注
『
曾
我
物
語
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
八

八
）
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年

山
東
京
山
編
「
蛛
乃
糸
巻
」（
国
立
国
会
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

　
　

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2606929

式
亭
三
馬
作
『
式
亭
三
馬
自
惚
鏡
』（
国
会
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

　
　

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/9892923

国
書
刊
行
会
編
『
江
戸
時
代
文
芸
資
料
』
第
一
、
一
九
一
六
年

竜
田
舎
秋
錦
編
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二
期
一
一
「
梅
翁
随
筆
」、
吉

川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年

安
田
健
編
『
江
戸
後
期
諸
国
産
物
帳
集
成
』
第
七
巻
、
科
学
書
院
、
一

九
九
六
年

阿
部
正
信
編
『
駿
国
雑
志
』
一
冊
、
吉
見
書
店
、
一
九
〇
九
年
（
国
会

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

　
　
　

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/765114

谷
峯
藏
解
説
『
遊
び
の
デ
ザ
イ
ン
│
山
東
京
傳
『
小
紋
雅
話
』』
岩
崎

美
術
社
、
一
九
八
四
年

吉
井
始
子
編
『
江
戸
時
代
料
理
本
集
成　

翻
刻
』
第
四
巻
、
臨
川
書
店
、

一
九
七
九
年

人
見
必
大
著
『
本
朝
食
鑑
』
島
田
勇
雄
訳
注
、
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年

五
月
刊

松
下
幸
子
『
図
説
江
戸
料
理
事
典
』、
柏
書
房
、
二
〇
一
六
年
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画
像
：
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
龍
都
四
国
噂
」

　
　
　
（
東
京
都
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
加
賀
文
庫
蔵
）

　
　
　

https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100061918/view
er/1

（
ふ
る
し
ょ
う
・
る
い　

博
士
後
期
課
程
）　


